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（一）
　ウイグル族の人々がことのほか歌舞感覚に秀
でており，日常的な生活の中にさえ，歌や踊り
が何の抵抗感もなく，極めて自然な形で融け込
んでいるということは，夙に知られている事で
ある。北京や上海でのCCTV（中国中央テレビ）
の放送を見ていて感じることであるが，新彊省
についてや，北方少数民族について話題のほと
んどは，ウイグル族の歌や踊りであり，或いは
それ以外の話題の内容のものであっても，必ず
その番組のはじまりには，ウイグル族の歌舞の
映像があらわれる。上海で出合ったウイグル族
の青年は，「こうして沿海の大都市で中央テレ
ビを見ていると，我々はまるでイソップ物語の，
蝿蟻（アリ）にその存在価値を認められた姦噺
（キリギリス）のようですね」と笑っていたの
が強く印象に残っている。即ちウイグル族と言
えば歌，踊りなのであって，ウイグル族に関し
ては，歌，踊り以外の事は，中央ではほとんど
話題にすらならない，それ程現代中国でもウイ
グル族と歌舞は，切っても切れない関係にある
と一般にも認識されているのである。
　しかしこうしたウイグル族のすぐれた歌舞音
曲についての優越性を歴史的に育くみ，ささえ，
発展させて来た，また今なお発展させているバ
ックボーンとして，ウイグル文化の母体とも言
うべき，ウイグルムカム（木十蝿1）と呼ばれる
壮大にして彪大な套曲群が存在しているという
ことは，実はあまり知られていなかったし，今
もまだあまり知られていない，
　先づ，ウイグル族と歌舞という結びつきが
人々の認識の一角を占めるようになったが，そ
もそも1949年の新中国成立以後のことである
し，ましてムカムという言葉が，少数民族に関
する風俗・民族研究者，或いは所謂文化人類学
者の口の端にのぼるようになったは，更に後に
なって，恐らく文化大革命が終息して以後のこ
とであろう。
　1979年10月のNHKシルクロード取材班の記
録の中に，ムカムについて，「ムカムの研究家，
アブド・スエクールさんと，新彊社会科学院の
谷先生のお話は興味深いものであった」という
くだりがある。故にこの段階，つまり1970年代
の後半，文革終了後まもない頃には「ムカム研
究家」といわれる人がすでに存在していたこと
がわかる。その人は，その名前からみてウイグ
ル族の人であり，まだ個人的な範囲内での研究
者であったかもしれない。それはこの時アブド
氏が語ったと思われる内容が，ムカムとマイウ
ラ　ナ・サイプ・ボリホ（1400年代に活躍した
ホータンのムカム演奏家，）との関係，またム
カムとセナム（十ニムカムの中で最も古いとさ
れる歌舞の一部），或いはムカムとマシュラッ
プとの関係についてであり，こうしたテーマは
当時の漢語研究論文には，管見ながらまだみい
出すことが出来ないからである。そしてこのム
カムについて紹介部分は，当該報告記録の中
の；「天山南路・音楽の族」と題された全184
頁にのぼる記述の中で，わずかに1頁半のみが
当てられているにすぎず，その時のNHK取材
班も，このムカムに対しては，さほどの関心も
興味も示してはいないかのように見うけられ
る。
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　前稿に掲げた『参考文献』の項に提示した研
究論文の出版期日を見てもわかるように，ムカ
ムの研究が本格的に始ったのは恐らく1990年以
降の事であろうと思われる。
　ユ997年3月まで奈良のシルクロード博記念国
際交流財団に滞在されていた李軍氏を通じて，
1996年ユO月に新彊維吾ホ自治区文物管理局に，
ムカムの録音・録画テープの有無を問いあわせ
たが，そのファックスによる答えは次のような
ものであった。
　休問的事，我巳向木十姐芸術団団長問過。
　（貴方お申しこしの件，ムカム芸術団団長に
問い合わせました。以下はその結果です。
　（一），木十婚出過音楽盆帯，出版過24盤，
　　　　12套
　（ムカムは音楽のカセットテープとして出
　　している。出したのは24巻，12組）
　（二），目前，録相帯没有出過，自己団是録
　　　　過！套，未正式出版
　（ビデオテープはいまの所まだ出していな
　い。自分の団で録画したものが1巻あるだ
　けであるが，それはまだ正式には出版され
　ていない）
　（三），木十婚現巳整理出325箇曲目
　（ムカムは現在325曲の整理が終っている）
　この回答には解らない点が多い。24盤とはレ
コードか，CDか，或いはカセットテープの事
か，もしカセットだとすると12套というのは何
か，レコードだとすると表裏で一套か，CDで
は二枚で一套となっているのか，またカセット
の場合でも二つで一套となっていることもある
かもしれない。またそのテープは何分間のもの
なのかもさだかではない。また（三）の325曲
というのはどのムカムなのか，前稿にも示した
ように『十二木十栂（喀什木十婚）』では，全
部で179曲の歌曲と歌舞曲，それに72曲の器楽
間奏曲から出来ており，合わせて251曲である。
また口合密木乍婚は，24章360章を包摂していた
ものが，現在残っているのは19章の262曲とい
うことになっている。この場合の325曲という
のはどれを指しているのか，（一）の24盤，12
套と同じものを言っているのか，或いはまだそ
こには収録されていないものも含めているの
か，またこの場合の木十嫡＝は，その24盤，12套
という’数字から見て，『十二木十蝿＝』のことな
のか，或いはそれ以外の木十婚なのか全く不明
である。
　いずれにしてもムカムはその録音，録画とも
現在の所，まだ多くは収録されていないのであ
る。よって以上の諸々の点から推察すると，ウ
イグルムカムの研究はまだ始まったばかりとい
う印象がぬぐえない。（にもかかわらず，木十
姐は他の少数民族の伝承文化と同様に急速に亡
びつつあり，消滅しつつある）
　木十蝿＝と呼ばれているこの一大套曲の全貌が
わかっていない現段階で，（いまわかっている
のは，十二木十姫，蛤密木十婚，多朗木十嫡1，
伊梨木十婚の四つであるが，その外にもまだ庫
車木十蝸1などと呼ばれているような，未確認の
木十婚も存在するといわれている。更に，紀元
6世紀から7世の間に，現在のトルクメニスタ
ンのマイルワイ市で活躍したパルパィティとい
う琵琶楽作曲家が創作したといわれる，ウズペ
ク族の「謝希木十蝸1」と呼ばれているムカムも，
その存在が確認されているという），ウイグル
族がどういう歴史的事象の中でこのムカムを獲
得していったか，またどういう経緯でムカムを
完成させ，育て継承していったかを明らかにす
ることは所詮不可能なことである。しかし先学
達の論を概観しながら，以下簡単にその概略を
述べておきたい。
（二）
　西アジア・中央アジアの諸民族の歴史は，文
献資料が殆ど残されていない為に，それを辿る
ことは容易ではない。ましてその音楽について
ということになるとますます文献は希薄なもの
となる。そのためにやはり，少量とはいえ漢文
文献資料に頼らざるを得ない。『竹書紀年』に，
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「少康即位，方夷來賓，献其樂舞」（少康即位し，
方夷來賓して，其の樂舞を献ず）とある。これ
は夏王朝の最後の王桀よりまだ十一代も前の王
の記事であるので，その真偽の程ははかりかね
るが，ここからいくつかのことが解る。段より
更に遠古の時代に漢族以外の民族が，舞楽を已
に有していたということ，そしてその舞楽は漢
民族のものとは大いに異っていたらしいこと，
更にその舞楽が，漢族と他民族との和親を計る
為の贈答品として用いられること，そしてその
ことがすでにこの時代からはじまっているこ
と，などである。
　甲骨文字で「楽」は「蟹」と書かれ，ト辞の
中では地名として使われていることが多い。恐
らく桑はある祭祀の時に用いられる道具の一つ
を象ったものであろうと思われる。そしてその
道具の置いてある所という意味での地名として
の用法が定着したものと考えられる。『説文』
に，「樂，五聲八音総名，象鼓韓，木，虞也」
　　　　　　　　　　　　　　　かた（樂は五声八音の総名なり，鼓韓を象どる。木
は虞なり）とあるのは後になってからの意味で
あろう。段注には楽字成立の説解はない。羅振
玉は，『増訂段虚書契考釈』の中で，「瓜練対木
上，琴琵之象也，或増白以象調絃之器……許君
謂象鼓輯，木，虞者，誤也」（糸糸木上に堆する
　したがに瓜う。琴琵の象なり。或いは白を増して以て
調絃の器を象どる。……許君が，鼓韓に象どり，
木は虞などと謂うは誤りなり）と言って，『説
文』の欠を補っている。しかし白川静はこれに
異を称え，「木の柄のある手鈴の形。これを振
って，その楽音をもって神を楽しませる。……
　・また絃楽器の象形とする羅振玉らの説もある
が，上部は鼓や絃の形ではなく，小さな鈴の左
右に糸飾りをつけている形」としている。この
場合の鈴が銅製のものか或いは他の材質のもの
であるかは解らないが，段代の出土文物の中に
は，銅製の鈴は見当らない。しかし白川のいう
ように，桑は祭祀の用具であるとすることには
疑問の余地はないものと思われる。また白川が
金文の用例として掲げる〔王孫遺者鐘〕や
〔部緯〕に見える，「用て嘉賓父兄を樂しましめ
ん」や，「我が先祖を樂しましめん」の場合の
楽字には，まだ祭礼，或いは祭礼用具としての
意味が濃厚に残されているものと考えてよい。
　孔子は『論語』の中で多く楽に言及している
が，その粂の意味には広くて深いものがある。
木村英一の解釈では，「楽は最も人間らしい性
質の一つである社会的文化生活の原理のうちの
調和を表現する」ものであるという。即ち音楽
とは人間の心の中におだやかさ，なごやかさを
生じさせるような，調和あるひびきの連続とい
うことである。この連続音という点から言えば，
孔子の時代の音楽は，テンポとしては非常にゆ
るやかなものであったであろうから，少数民族
のそれとはだいぶ趣を異にするものであったで
あろう。周代から春秋期にかけての中原各地の
歌辞を集めた『詩経』の詩句は，多くが四言を
基本としている。一つの呼気から次の呼気まで
の」息の間に四言が費やされるような歌い方，
つまり一小節当り四シラブルという歌い方であ
ったということである・この歌い方のテンポは
また同時に漢民族の日常の生活テンポでもあっ
たはずである。これに対して，一般的には遊牧
民族であった西アジア・中央アジアの少数民族
の生活は，常時馬上で営まれていたために，そ
の活動・行動のテンポは漢民族のそれより可成
り速いものであったであろう。そうであるとす
れば，遊牧民がその生活上で，調和あると考え
られる音楽は必ずや漢民族の音楽より何倍か調
子の速いものであったに相違ない。そうした速
いテンポの音を奏でるのに最も適した楽器は，
とりもなおさず打楽器であり絃楽器である。そ
して更につけ加えるなら，それ等の楽器は比較
的小さく，馬上で奏でるのに便利であるか，或
いは馬に他のものと一緒に積んで運ぶことが容
易であるという程度の大きさのものということ
になろう。よって管楽器や地上に設置して奏で
なければならない大型のものはなかったであろ
う。西アジア・中央アジアで生れ発達した楽器，
或いは他地から西アジア・中央アジアに伝入
し，そこで維持された楽器は，恐らく上述のよ
うな特徴を有したものであったにちがいない。
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しかし一口に遊牧民と言っても，彼等全民が，
いつの時代も常に遊牧移動しつづけていた訳で
はなかったから，ある一定の定着の時期と地域
に於ては定住民的特徴をもった楽器も時に使用
されたものと思われる。しかし遊牧民としての
音楽テンポはそのまま残されたに違いない。こ
れが方夷の歌舞と漢族のそれとの最も大きな相
異点となったのである。
（三）
『西京雑記』に，「戚夫人待兄買侃蘭，後出爲扶
風人段儒妻説……至七月七日臨百子池，作干閲
築」とあり，高祖の時代に干聞楽がすでに漢宮
内で奏でられていたことがわかる。しかしこの
『西京雑記』についてはその成立に問題もあり，
また記述内容にも信が置けない部分も多々ある
から，この記述を直ちに事実と見なす訳にはい
かないが，しかし干閻楽が可成り早い時期から
中原にもたらされていたということは言えるで
あろう。即ち以下に記する亀弦楽よりも干閲楽
の中原への伝入時期の方が早かったのではない
かということである。つまり亀薮楽が隆盛を見
る以前にすでに中原では子閲楽が大いに繁栄し
ていたことは確かなようである。つまり晴唐の
時代に長安で隆盛を極めた亀弦楽の成立と伝入
よりずっと早い時代に干閲の楽が漢の貴族達の
耳を楽しませていたということは非常に興味あ
ることと言わねばならない。
　『晴書，音樂志下』に，「始開皇初定令，置
七部樂，一日國伎，二日清商伎，三日高麗伎，
四日天竺伎，五日安国伎，六日範姦伎，七日文
康伎，又雑有疎勒，扶南，康國，百済，突豚，
新羅，倭國等伎」とある。伎とは舞踏，歌謡な
どを中心とした芸能的わざを指している。故に
イ圭にともなって必ず歌舞があるものと見てよ
い。故にこの部分の後文に，「大業中，揚帝乃
定清樂，西涼，霜葱，天竺，康國，疎勒，安國，
高麗，稽畢，以爲九部」とある。疎勒とは後の
喀什（カシガル）のことであり，清樂，天竺，
高麗，礼畢を除いて外はすべて西，中央アジア
の地域である。更に『音樂志』は，晴で用いら
れた楽器を，「鐘，馨，琴，琵，撃琴，琵琶，
窒棲，筑，箏，節鼓，笙，笛，籍，麓，損等十
五種，爲一部。工二十五人」と列挙している。
この中には琵，琵琶，窒篠，筑，箆，粛などの
ように明らかに西域からもたらされたものも多
い。陪に於ける西域楽の隆盛をこうした資料に
みることが出来る。
　上記の西域地域に関わる諸楽について『音楽
志』は更に，「西涼者，起符氏之末，呂光，沮
渠蒙遜等，擦有涼州，愛範葱聲爲之，號爲秦漢
伎，魏太武既平河西得之，謂之西涼樂，至魏，
周之際，遂謂之國伎，今曲項琵琶，竪頭筆篠之
徒，並出白西域，非華蕾器，楊澤新聲，乖申白馬
之類，生於胡戎，胡戎歌非漢魏遺曲，故其樂器
聲調，悉與書史不同，其歌曲有永世樂，解曲有
萬世豊，舞曲有子閻佛，其樂器有鐘，馨，弾箏，
摘箏，臥筆篠，竪笙篠，琵琶，五絃，笙，籍，
大筆築，長笛，小箪棄，横笛，腰鼓，斎鼓，携
鼓，銅抜，貝等十九種，爲一部，工二十七人」
（西涼とは，荷氏の末に起り，呂光，沮渠蒙遜
等，擦するに涼州有り，麹姦の聲を変じて之を
爲り，號して秦漢伎を爲す，魏の太武既に河西
を平らげ之を得，之を西涼樂と謂う，魏と周の
際に至って，遂に之を國伎と謂う，今の曲項琵
　　　　　　　　　とも琶，竪頭笙篠の徒は，並に西域自り出ず，華夏
の奮器に非ず，楊澤新聲，榊白馬の類は胡戎に
生る，胡戎の歌は漢魏の遺曲に非らず，故に其
　　　　　ことごとの築器聲調，悉く書史と同じからず，其の歌曲
に永世築有り，解曲に萬世豊有り，舞曲に干聞
佛曲有り」とある。つまり西涼楽というのは亀
薮の楽を改変したものであり，首の曲ったビワ
や，真直ぐにたててひく笙篠（たて琴）は，西
域から伝来したもので，もともとの漢地にはな
いものである。また西域諸民族の歌は漢魏から
の伝統をひくものでなく，その楽器やテンポは，
漢魏の史書に書かれているものとは全く違うも
のである。ここで更に注意しなければならない
点は，ここに「歌曲」「解曲」（間奏曲），「舞曲」
と，三つの部分に分けられているということで
ある。いまここでは，この三種の曲が相互に有
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機的なつながりを持っているかどうか知られな
いが，ある程度相互に関連あるものであるなら
ば，それは後のムカムの構造を紡佛とさせるも
のである。それともう一つは最後の「干閲佛曲」
という名称であるが，これによって漢代初めに
は恐らく完成していたであろう干閲楽が，いま
だ健在であるという事が解るということと，も
う一つは，この時代干閲では恐らく佛教が非常
に盛んであった為に，宗教と音楽が何等の意味
でむすびついているということである。これは
後程考察しなければならないことであるが，ウ
イグルムカムも，ウイグルのイスラム化以前の
宗教と音楽の結合からその萌芽が生れて来たの
ではないかと思われるフシがあり，そうすると
この干関楽もムカムヘの原初的な方向性を有し
ていたかもしれないのである。
　『音樂志』は更に「簸葱樂」について，「範
薮者，起自呂光滅範葱，因得其聲，呂氏亡，其
築分散，後魏平中原，復獲之，其聲後多愛易，
至晴有西國範葱，斎朝範葱，土範姦等，凡三部，」
（範葱は，呂光範薮を滅ぼして自り，因りて其
の聲を得，呂氏亡び，其の築分散し，後魏中原
を平らげ，復た之を獲，其の聲後に多く愛易す。
晴に至りて西國範葱，斎朝範葱，土範籔等，凡
そ三部有り）とある。呂光は前秦の騨騎将軍で，
皇帝符堅の命のもとに西域遠征に向った。383
年の事であった。バストム湖のほとりにあった
焉書国は降ったが，亀葱の白純王は，近隣諸国
の支援をうけ384年呂光軍と戦ったが敗走した
のである。そしてこの時呂光は，多数の楽人を
ひきつれて中原に凱旋し，それが長安での亀葱
楽流行の基礎となった。『音樂志』はつづけて，
「開皇中，其器大盛於問開，時有曹妙達，王長
通，李士衡，郭金築，安進貴等，皆妙絶弦管，
新聲奇愛，朝改暮易，特其音技，佑街公間，撃
時争相慕尚，」とし，当時の名演奏家達にいろ
どられた亀薮楽いかに宮廷内でもてはやされて
いたかを描いている。しかしこうして長安に伝
入し，発展した亀葱楽もやがて，晴朝好みに改
変されていったので，後に新造された萬歳楽や
蔵鈎楽，七夕相逢楽などは，その名称からして
もう亀弦楽の面影を残すものではなかったにち
がいない。しかレ傷帝の六年には高昌が聖明楽
曲を献じ，帝はそれを習わせ，その習得したも
のを客として来朝した胡夷の前で演奏させ，胡
夷達を驚かせたという。「其歌曲有善善摩尼，
解曲有婆伽兄，舞曲有小天，又有疎勒藍」とあ
るから，この聖明楽曲というのも，恐らく一つ
の套曲的な統合されたものであったようであ
る。
　以上の外，『音楽志』が伝える他域名を冠せ
られた音楽部を見ると次のようである。「疎勒，
歌曲有充利死譲築，舞曲有遠服，解曲有盤曲，
楽器有竪笙棲，琵琶，五弦，笛，籍，箏簗，答
膿鼓，腰鼓，掲鼓，難婁鼓等十種，爲一部，工
人十二人」，「安國，歌曲有附薩箪時，舞曲有末
奨，解曲有居和砥，樂器有笙棲，琵琶，五弦，
笛，籍，箏築，讐箪築，正鼓，和鼓，銅抜等十
種，爲一部，工十二人」　これ等の曲名や樂器
には，そのままでは理解しがたいものも多いが，
それぞれの地方の言葉で付けられているものも
多く，又その楽器もそれぞれの地方独特のもの
もあるのであろう。ただ共通する点はこの二楽
部の曲とも，歌・舞一解の三部からなっている
套曲的なものであるということである。因みに
天竺楽の項では，「歌曲有沙石彊，舞曲有天曲」，
康国では，「歌曲有戟殿農和正，舞曲有賀蘭鉢
鼻始，末簗波地，農恵鉢鼻始，前抜地恵地等四
曲」，高麗では，「歌曲有芝栖，舞曲有歌芝栖」，
また穫畢では，「稽畢者，本出自晋大尉痩亮家，
亮卒，其伎追思亮，因儂爲其面，執騎以舞，象
其容，取其言盆以號之，謂之爲文康楽………其行
曲有単交路，舞曲有散花」（穫畢は，本と晋の
大尉摸亮家白よ出ず，亮卒し，其の伎亮を追い
思いて，因りて慢りに其の面を作り，繋を執り
て以て舞い，其の容を象どり，其の誼を取りて
以て之を號し，之を謂いて文康樂と爲す一…・・
其の行曲に単交路有り，舞曲に散花有り）とあ
る。これ等の特徴はすべて解曲がなく，歌曲と
舞曲のみである。恐らくこれ等はいままでの西
域楽とは大部異ったもので，西域楽が後世のム
カムの成立につながるような套曲的なものであ
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ったのに対して，康国は北秋系であり，高麗は
東アジア半島系であり，稽畢は晋の漢族系であ
った所からも言えるように，個々別箇の楽曲で
あったに相違ない。
　かくして長安にまでその名声と楽響を風廃し
た亀姦楽の故郷亀弦王国ではあったが実は呂光
の撤退ともにすでにその文化的力量も徐々に衰
え，ただわずかに唐朝の都護付としてのみその
名を保つことになったのであった。そして更に
八世紀の末にチベット吐蕃によって亀蛮国は完
全に歴史の上から消滅することになるのであ
る。しかしここで問題として残ることは，実は
こうしたすぐれた音楽文化を作り上げた亀蛮
国，即ち当時のクチャの居住民族は，ウイグル
族ではないという点である。古代クチャ人が用
いたと思われる古代クチャ文字は，クムトラ千
仏洞に今も残されているが，それ等はトルコ系
のウイグル族が歴史的に用いて来た，突豚語系
の文字，ソグド系の文字，アラブ系の文字とは
全く異るもので，トカラ文字と呼ばれているも
のであるらしい。それはまたタクラマカン南道
沿いのローランやニヤ遺跡から発掘され，発見
された紀元三，四世紀頃のインド系のカロシテ
ィ文字と呼ばれるものともまた違うものとさ
れ，今の所，古代クチャ人についても，古代ク
チャ語，クチャ文字についても知られている事
は殆どない。ただ古代クチャ文字はむしろギリ
シヤやローマに近い文字なのではないかとはい
われているらしいことぐらいである・
　亀葱国が吐蕃の侵略を受けるのが8世紀末で
あり，そのあと，ウイグルがこの地に定住する
のは9世紀の中葉である。ウイグルがこの地に
来た時はクチャ楽はどういう状態にあったかさ
だかではないが，ウイグル楽のその後の発展は
やはり，クチャ楽を基礎にしたものであったに
ちがいない。ただ新来のウイグルは，当時のク
チャの民とは異って完全な遊牧の民であったろ
うから，その遊牧移動の民の持つ，独自的エネ
ルギーの発揚がクチャ楽とむすびつくことによ
って，はじめて壮大なムカムの編成が，徐々に
開始されたものと思われる。
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